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地
域
住
民
の
皆
様
、
更
級
医
師
会

と
千
曲
医
師
会
の
先
生
方
、
地
元

J
A
、
関
係
行
政
、
関
連
大
学
な
ど

の
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら
当
院
に
対

し
て
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
医
療

費
抑
制
な
ど
厳
し
い
医
療
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
理
解
、
ご
協
力
の
お
陰
で
何
と
か

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
長
野
市
南
部
地
域
の
急
性

期
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
や
手
術

な
ど
の
高
度
な
専
門
医
療
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
5
月
に

免
震
構
造
を
採
用
し
た
新
し
い
本
館

棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、
大
規
模
災
害
時

に
お
い
て
も
診
療
機
能
を
継
続
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

基
盤
整
備
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

ま
で
行
っ
て
き
た
脳
卒
中
、
が
ん
、

心
臓
病
、
周
産
期
、
外
傷
、
リ
ウ
マ

チ
膠
原
病
、
糖
尿
病
に
対
す
る
診
療

や
、
透
析
、
不
妊
治
療
、
内
視
鏡
検

査
お
よ
び
手
術
、
睡
眠
時
無
呼
吸
治

療
、
尿
路
結
石
治
療
、
ス
ポ
ー
ツ
医

学
診
療
、
口
腔
外
科
治
療
な
ど
高
度

で
特
色
あ
る
医
療
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
大
き
な
目
標
の
1
つ
は
、

地
域
型
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
認
定
の

取
得
で
す
。救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、

24
時
間
3
6
5
日
の
救
急
患
者
に
対

す
る
診
療
体
制
が
整
っ
て
お
り
、

様
々
な
疾
病
や
急
性
心
筋
梗
塞
・
脳

卒
中
・
重
度
の
外
傷
な
ど
生
命
の
危

険
を
伴
う
重
症
・
重
篤
な
救
急
患
者

に
も
対
応
す
る
病
院
で
す
。
こ
の
よ

う
な
い
つ
何
時
起
き
る
か
も
し
れ
な

い
病
気
を
考
え
た
と
き
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
は
生
命
を
守
る
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
近
く
に
あ
る
と
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

た
め
、
救
急
医
療
は
じ
め
医
療
提
供

体
制
が
整
っ
て
い
る
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
地
域
で
は
、
人
口
の
増

加
や
種
々
の
産
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
当
院
は
長
野
市
犀
南
地
域
、
千
曲

市
、
坂
城
町
な
ど
の
救
急
医
療
対
応

を
し
っ
か
り
担
う
こ
と
で
、
長
野
赤

十
字
病
院
が
高
度
な
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
館
棟
の
免
震
構
造
に
加
え
、

地
下
水
の
浄
化
シ
ス
テ
ム
や
本
館
棟

屋
上
の
自
家
発
電
装
置
な
ど
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
で
問
題
と
な
っ

た
血
液
透
析
患
者
を
含
む
重
症
救
急

患
者
を
広
域
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と

は
当
院
の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

昭
和
56
年
の
脳
神
経
外
科
開
設
以
来

35
年
間
、
当
院
は
長
野
市
南
部
の
救

急
医
療
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成

24
年
に
は
念
願
だ
っ
た
救
急
専
門
医

が
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
救

急
部
よ
り
派
遣
さ
れ
、
蘇
生
や
緊
急

治
療
を
必
要
と
す
る
重
症
救
急
患
者

の
受
け
入
れ
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
27
年
は
救
急
車
受

け
入
れ
台
数
4
3
1
9
台
、
重
症
救

急
患
者
6
3
3
名
と
、
県
内
の
７
つ

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
遜

色
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
で
は
2
0
2
5 

年
に
は

5
人
に
1
人
が
75
歳
以
上
と
な
り
少

子
高
齢
化
が
一
層
進
み
ま
す
。
こ
の

た
め
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
提
供
体
制

を
長
期
的
な
視
点
で
構
築
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
医
療
や
介
護
を
必
要
と

す
る
方
々
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ

と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
、
限
ら
れ

た
医
療
・
介
護
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
必
要
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で

す
。
そ
こ
で
、
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
病
床
の
機
能
分
化
と
連
携
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
入
院
医
療
機
能

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
患
者
の
状

態
に
応
じ
て
退
院
後
の
生
活
を
支
え

る
在
宅
医
療
等
の
充
実
を
図
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
構
想
は
、

国
が
統
一
的
に
定
め
た
方
法
に
よ
り

将
来
の
医
療
需
要
を
地
域
ご
と
に
推

計
し
、
県
や
市
町
村
、
医
療
関
係
者

等
が
将
来
の
医
療
需
要
の
変
化
を
共

有
し
た
上
で
、
在
宅
医
療
等
を
含
め

て
高
齢
化
に
適
合
し
た
医
療
・
介
護

提
供
体
制
の
構
築
に
向
け
、自
主
的
・

総
合
的
な
取
組
を
進
め
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
当
院
は

厚
生
連
新
町
病
院
と
18
の
職
域
別
部

会
で
何
度
も
話
し
合
い
、
統
合
に
あ

た
っ
て
は
患
者
の
相
互
紹
介
、
電
子

カ
ル
テ
の
運
用
、Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
の

活
用
、
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
案
が
な

さ
れ
、
本
所
を
交
え
て
相
談
し
た
結

果
、平
成
29
年
4
月
1
日
業
務
統
合
、

平
成
31
年
4
月
1
日
経
営
統
合
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
当
院
が
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
取
得
で
き
れ

ば
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
で
の
急
性
期

医
療
と
新
町
病
院
で
の
回
復
期
・
慢

性
期
を
中
心
と
し
た
医
療
が
整
い
、

犀
川
よ
り
南
部
の
地
域
完
結
型
医
療

が
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
践

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

長
野
市
南
西
部
、特
に
西
山
地
区（
新

町
病
院
診
療
圏
域
）
の
医
療
提
供
体

制
も
堅
持
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
最
近
の
治
療
方
法
や
医
療
技
術
は

著
し
く
向
上
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
院
は
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
医
療
を
積
極
的
に
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
責
務
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全

な
医
療
の
提
供
に
よ
り
、
患
者
さ
ん

か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
病
院
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

院長　小池　健一

平成 29 年　元旦

新年おめでとうございます。

厚生連篠ノ井総合病院を代表し、年頭の

ご挨拶を申し上げます。皆様におかれま

しては、希望に満ちた幸多き新春を迎え

られたこととお慶び申し上げます。

新年のご挨拶
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介
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カ
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、Ｄ
Ｐ
Ｃ
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用
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構
築

な
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提
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が
な
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れ
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成
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4
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1
日
業
務
統
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、
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31
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4
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1
日
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営
統
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療
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よ
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西
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療
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う
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踏
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い
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。
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献
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願
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院長　小池　健一

平成 29 年　元旦

新年おめでとうございます。

厚生連篠ノ井総合病院を代表し、年頭の

ご挨拶を申し上げます。皆様におかれま

しては、希望に満ちた幸多き新春を迎え

られたこととお慶び申し上げます。

新年のご挨拶
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。
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す
。

 

　
慢
性
の
高
血
糖
を
示
すH

bA1c

が
6.5
％
以
上
で
あ
れ
ば
事
実
上
糖
尿

病
が
あ
る
と
い
っ
て
良
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

図 1.　2015 年現在の世界の地域別にみた糖尿病有病率（20 ～ 79 歳）

日本を含む西太平洋地区は世界最大の糖尿病人口を抱える

出典：IDF　Diabetes Atlas 2015（国際糖尿病連合）

世界の糖尿病人口　4億 1,500 万人（2015 年）

特集　糖尿病とは？

4

　

  

糖
尿
病
の
定
義

　
糖
尿
病
は
血
液
中
に
含
ま
れ
る
ブ

ド
ウ
糖=

血
糖
が
慢
性
的
に
高
く

な
る
病
気
で
す
。
膵
臓
に
は
ラ
ン
ゲ

ル
ハ
ン
ス
島
と
い
う
細
胞
の
集
団
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
分
泌
さ
れ
る

イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
体

の
中
で
唯
一
血
糖
値
を
さ
げ
る
物
質

で
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
う
ま
く

働
か
な
い
で
高
血
糖
状
態
が
続
く
こ

と
を
糖
尿
病
と
い
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
発
症
時
の
症
状
は
口
渇
、

多
飲
、
多
尿
、
体
重
減
少
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
多
く
の
人
で
は
ほ
と
ん

ど
無
症
状
で
す
。
し
た
が
っ
て
健
康

診
断
な
ど
の
機
会
に
発
見
し
治
療
を

開
始
す
る
べ
き
疾
患
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
糖
尿
病
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
い
る
と
、
合
併
症
を
発
症
し
日
常

生
活
に
著
し
い
障
害
を
き
た
し
ま

す
。
合
併
症
は
生
活
の
質
を
落
と
し

ま
す
が
、
か
な
り
進
行
し
な
い
と
症

状
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
症
状
が
無

　

  

糖
尿
病
の
診
断

　
糖
尿
病
の
診
断
は
厳
密
に
は
複
雑

で
す
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
慢

性
の
高
血
糖
が
糖
尿
病
の
定
義
で

す
。
空
腹
時
の
血
糖
値
が
1
2
6
㎎

／
㎗
以
上
、
任
意
の
時
間
で
2
0
0

㎎
／
㎗
以
上
あ
れ
ば
慢
性
の
高
血
糖

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
グ
リ
コ

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
値(H

bA1c)

は
、
赤

血
球
の
中
に
あ
る
、
酸
素
を
運
ぶ
赤

い
物
質
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
う
ち
、
ブ

ド
ウ
糖
と
結
合
し
て
い
る
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
の
割
合
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し

た
指
標
で
す
。
こ
の
値
は
過
去
１
〜

２
か
月
間
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

よ
く
相
関
し
ま
す
。H

bA1c

が
高
け

れ
ば
、
そ
の
時
点
の
血
糖
値
は
正
常

で
も
、
１
〜
２
か
月
は
血
糖
の
高
い

状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
治
療
の
成
績
を
知
る
よ
い
指
標

　

は
じ
め
に

　
糖
尿
病
患
者
数
は
今
な
お
世
界
中

で
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
日

本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が

問
題
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
解
説

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山内　恵史
やまうち　けいし

糖尿病・内分泌・代謝内科統括部長
糖尿病センター長

糖尿病とは？
特集
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相澤病院眼科　坂本医師提供

図 2.  糖尿病眼症患者さんの眼底出血写真

図 3.  年別透析導入患者の主要原疾患の推移

CKD 診療ガイド 2012　p.31　図 18

(図説 わが国の慢性透析療法の現況2010年12月31日現在，p12より引用)
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ま
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が
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け

れ
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時
点
の
血
糖
値
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月
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続
い
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い
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と
に
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成
績
を
知
る
よ
い
指
標

　

 

糖
尿
病
の
種
類

　
糖
尿
病
の
種
類
は
一
つ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
免
疫
の
異
常
や
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
細

胞
が
破
壊
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
絶

対
的
に
足
り
な
く
な
っ
て
起
こ
る
糖

尿
病
を
1
型
糖
尿
病
と
呼
び
ま
す
。

1
型
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
と
は
関
係

な
く
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
が
必
須
で

す
。
2
型
糖
尿
病
は
一
般
的
な
中
高

年
で
生
活
習
慣
の
悪
化
に
よ
り
発
症

す
る
糖
尿
病
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
遺

伝
子
の
異
常
、肝
臓
や
膵
臓
の
病
気
、

薬
剤
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
糖
尿

病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ほ
か
の
病
気

が
原
因
と
な
る
も
の
や
、
妊
娠
中
に

発
見
さ
れ
る
妊
娠
糖
尿
病
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
治
療
が
異
な
り
ま
す
。

　

   

糖
尿
病
の
発
症
機
序

　
日
本
の
糖
尿
病
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
る
2
型
糖
尿
病
発
症
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
過
食
、
内

臓
肥
満
な
ど
の
要
因
が
加
わ
る
と
イ

ン
ス
リ
ン
の
効
き
が
悪
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と

言
い
ま
す
。
元
々
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
が
悪
い
な
ど
の
糖
尿
病
に
な
り
や

す
い
素
因
の
あ
る
人
は
、
容
易
に
血

糖
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。
上
が
っ
た

血
糖
が
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
低
下
さ

せ
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
高
め
ま

す
。
こ
れ
を
糖
毒
性
と
い
い
ま
す
。

悪
循
環
が
慢
性
の
高
血
糖
を
ま
ね
き

2
型
糖
尿
病
が
発
症
し
ま
す
。
発
症

に
は
生
活
環
境
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
程
度
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
2
型
糖
尿
病
と
遺
伝
の
関

係
は
糖
尿
病
の
遺
伝
と
い
う
よ
り
糖

尿
病
に
な
り
や
す
さ
の
遺
伝
で
す
。

こ
の
た
め
同
じ
よ
う
な
生
活
環
境
で

も
糖
尿
病
に
「
な
ら
な
い
」「
な
り

　

 

合
併
症

　

　

糖
尿
病
は
合
併
症
の
病
気
で
す
。

合
併
症
と
は
、
元
の
病
気
が
前
提
と

な
っ
て
生
じ
る
病
態
ま
た
は
病
変
で

す
。
糖
尿
病
に
も
急
性
と
慢
性
の
合

併
症
が
あ
り
ま
す
。
著
し
い
高
血
糖

に
よ
る
意
識
の
障
害
や
低
血
糖
や
糖

尿
病
で
起
き
や
す
い
感
染
症
は
急
性

合
併
症
で
す
。
し
か
し
一
般
に
糖
尿

病
で
合
併
症
と
い
う
と
慢
性
合
併
症

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
眼
、
腎
臓
、

神
経
の
合
併
症
を
そ
れ
ぞ
れ
糖
尿
病

眼
症
、
糖
尿
病
腎
症
、
糖
尿
病
神
経

障
害
と
い
い
、
合
わ
せ
て
三
大
合
併

症
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病

に
特
有
で
、
細
い
血
管
が
侵
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
高
血
糖
が
主

な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
糖
尿
病
眼
症

　
糖
尿
病
眼
症
が
進
行
す
れ
ば
失
明

に
至
り
ま
す
。
成
人
後
の
失
明
の
主

要
原
因
の
一
つ
で
、
年
間
約 

３
千
人

や
す
い
」「
悪
化
し
や
す
い
」
な
ど

の
違
い
が
出
る
の
で
す
。
た
だ
、
ど

ち
ら
に
し
て
も
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌

の
低
下
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
い

ず
れ
も
あ
る
の
が
、
2
型
の
糖
尿
病

な
の
で
両
方
の
治
療
が
必
要
で
す
。

　
糖
尿
病
は
ま
ず
食
事
の
前
の
血
糖

値
が
上
が
り
ま
す
。
そ
の
後
、
食
後

の
血
糖
値
が
上
昇
し
糖
尿
病
の
診
断

が
糖
尿
病
に
よ
り
光
を
失
っ
て
い
ま

す
。
症
状
は
「
視
力
が
落
ち
る
、
物

が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
、
目
の
前
に
ひ

も
や
点
が
見
え
る
、
視
野
が
欠
け
る
」

な
ど
で
す
が
、
高
度
の
障
害
に
至
る

直
前
ま
で
症
状
が
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
物
を
見
る

と
き
私
た
ち
は
眼
の
中
心
で
み
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
中
心
以
外
に
異
常

が
あ
っ
て
も
症
状
が
で
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
進
行
す
る
前
で
の
発
見

に
は
眼
科
受
診
が
必
要
で
す
。
進
行

し
て
中
心
部
で
眼
底
出
血
や
網
膜
剥

離
が
起
き
る
と
突
然
眼
が
見
え
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
血
し
た

眼
底
の
写
真
を
示
し
ま
す
（
図
２
）。

②
糖
尿
病
腎
症

　
糖
尿
病
腎
症
は
年
間
１
万
人
以
上

が
、
糖
尿
病
に
よ
る
腎
症
が
原
因
で

人
工
透
析
を
始
め
て
お
り
、
人
工
透

析
が
必
要
に
な
る
主
な
原
因
の
一
つ

で
す
（
図
３
）。
症
状
は
「
だ
る
い
、

疲
れ
る
、
足
が
む
く
む
、
貧
血
に
な

る
、
吐
き
気
が
す
る
、
息
苦
し
い
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
腎
臓

の
機
能
は
か
な
り
低
下
し
て
い
ま

す
。
腎
臓
の
機
能
が
落
ち
て
く
る
前

に
尿
に
タ
ン
パ
ク
質
が
漏
れ
て
き
ま

す
。
タ
ン
パ
ク
が
簡
易
検
査
で
出
て

く
る
前
に
治
療
を
開
始
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
と

い
う
検
査
を
す
る
こ
と
で
早
期
発
見

が
で
き
ま
す
。

③
糖
尿
病
神
経
障
害

　
糖
尿
病
神
経
障
害
は
生
活
の
質
を

落
と
す
要
因
で
す
。
症
状
は
「
足
底

の
異
常
感
覚
、
足
底
の
感
覚
鈍
麻
、

足
（
下
腿
）
の
し
び
れ
感
、
蟻
走
感
、

足
が
冷
た
い
、
足
の
灼
熱
感
、
こ
む

ら
が
え
り
、（
夜
間
増
強
す
る
こ
と

の
多
い
）
疼
痛
、
立
ち
く
ら
み
（
起

立
性
低
血
圧
）」
な
ど
が
あ
り
（
図

４
）、
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

④
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

　
三
大
合
併
症
で
な
く
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
突
然
起
こ
り
、

命
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
、
命
は
助
か
っ
て
も
、
し
ば
し

ば
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
は
、
糖
尿

病
で
な
い
人
の
２
〜
３
倍
こ
れ
ら
の

病
気
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
判
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

で
入
院
と
な
っ
た
方
の
３
分
の
２
は

糖
尿
病
か
糖
尿
病
予
備
軍
で
す
（
図

５
）。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病
で
お
こ
る

動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
。
糖
尿
病
の

動
脈
硬
化
は
血
糖
値
だ
け
で
な
く
い

ろ
い
ろ
な
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な
要
因
が

絡
ん
で
い
て
、
血
圧
、
脂
肪
、
肥
満

な
ど
の
総
合
的
な
治
療
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
糖
尿
病
そ
の
他

の
合
併
症
と
し
て
、
歯
周
病
、
癌
、

骨
粗
鬆
症
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉

が
減
り
機
能
が
落
ち
る
こ
と
で
す
）

が
つ
き
ま
す
。
し
か
し
糖
尿
病
の
診

断
が
つ
い
た
時
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

を
出
す
細
胞
の
機
能
は
す
で
に
半
分

で
、
そ
の
後
も
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
り

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
薬
の
効
き
目
も

悪
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
糖
尿
病

は
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
が
大
事
な

こ
と
が
判
り
ま
す
。

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
健
康
の
質
を
落
と
す
合

併
症
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
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慢
性
の
高
血
糖
を
示
すH

bA1c

が
6.5
％
以
上
で
あ
れ
ば
事
実
上
糖
尿

病
が
あ
る
と
い
っ
て
良
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

特集　糖尿病とは？

　

  

糖
尿
病
の
診
断

　
糖
尿
病
の
診
断
は
厳
密
に
は
複
雑

で
す
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
慢

性
の
高
血
糖
が
糖
尿
病
の
定
義
で

す
。
空
腹
時
の
血
糖
値
が
1
2
6
㎎

／
㎗
以
上
、
任
意
の
時
間
で
2
0
0

㎎
／
㎗
以
上
あ
れ
ば
慢
性
の
高
血
糖

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
グ
リ
コ

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
値(H

bA1c)

は
、
赤

血
球
の
中
に
あ
る
、
酸
素
を
運
ぶ
赤

い
物
質
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
う
ち
、
ブ

ド
ウ
糖
と
結
合
し
て
い
る
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
の
割
合
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し

た
指
標
で
す
。
こ
の
値
は
過
去
１
〜

２
か
月
間
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

よ
く
相
関
し
ま
す
。H

bA1c

が
高
け

れ
ば
、
そ
の
時
点
の
血
糖
値
は
正
常

で
も
、
１
〜
２
か
月
は
血
糖
の
高
い

状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
治
療
の
成
績
を
知
る
よ
い
指
標

　

 

糖
尿
病
の
種
類

　
糖
尿
病
の
種
類
は
一
つ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
免
疫
の
異
常
や
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
細

胞
が
破
壊
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
絶

対
的
に
足
り
な
く
な
っ
て
起
こ
る
糖

尿
病
を
1
型
糖
尿
病
と
呼
び
ま
す
。

1
型
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
と
は
関
係

な
く
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
が
必
須
で

す
。
2
型
糖
尿
病
は
一
般
的
な
中
高

年
で
生
活
習
慣
の
悪
化
に
よ
り
発
症

す
る
糖
尿
病
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
遺

伝
子
の
異
常
、肝
臓
や
膵
臓
の
病
気
、

薬
剤
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
糖
尿

病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ほ
か
の
病
気

が
原
因
と
な
る
も
の
や
、
妊
娠
中
に

発
見
さ
れ
る
妊
娠
糖
尿
病
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
治
療
が
異
な
り
ま
す
。

　

   

糖
尿
病
の
発
症
機
序

　
日
本
の
糖
尿
病
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
る
2
型
糖
尿
病
発
症
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
過
食
、
内

臓
肥
満
な
ど
の
要
因
が
加
わ
る
と
イ

ン
ス
リ
ン
の
効
き
が
悪
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と

言
い
ま
す
。
元
々
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
が
悪
い
な
ど
の
糖
尿
病
に
な
り
や

す
い
素
因
の
あ
る
人
は
、
容
易
に
血

糖
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。
上
が
っ
た

血
糖
が
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
低
下
さ

せ
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
高
め
ま

す
。
こ
れ
を
糖
毒
性
と
い
い
ま
す
。

悪
循
環
が
慢
性
の
高
血
糖
を
ま
ね
き

2
型
糖
尿
病
が
発
症
し
ま
す
。
発
症

に
は
生
活
環
境
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
程
度
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
2
型
糖
尿
病
と
遺
伝
の
関

係
は
糖
尿
病
の
遺
伝
と
い
う
よ
り
糖

尿
病
に
な
り
や
す
さ
の
遺
伝
で
す
。

こ
の
た
め
同
じ
よ
う
な
生
活
環
境
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も
糖
尿
病
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な
い
」「
な
り

　
 

合
併
症
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す
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尿
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、
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三
大
合
併
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と
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い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病

に
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有
で
、
細
い
血
管
が
侵
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る

こ
と
に
よ
っ
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起
こ
り
高
血
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が
主

な
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と
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い
ま
す
。

①
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尿
病
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尿
病
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症
が
進
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れ
ば
失
明

に
至
り
ま
す
。
成
人
後
の
失
明
の
主

要
原
因
の
一
つ
で
、
年
間
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３
千
人

や
す
い
」「
悪
化
し
や
す
い
」
な
ど

の
違
い
が
出
る
の
で
す
。
た
だ
、
ど

ち
ら
に
し
て
も
イ
ン
ス
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ン
の
分
泌

の
低
下
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
い

ず
れ
も
あ
る
の
が
、
2
型
の
糖
尿
病

な
の
で
両
方
の
治
療
が
必
要
で
す
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糖
尿
病
は
ま
ず
食
事
の
前
の
血
糖

値
が
上
が
り
ま
す
。
そ
の
後
、
食
後

の
血
糖
値
が
上
昇
し
糖
尿
病
の
診
断

が
糖
尿
病
に
よ
り
光
を
失
っ
て
い
ま

す
。
症
状
は
「
視
力
が
落
ち
る
、
物

が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
、
目
の
前
に
ひ

も
や
点
が
見
え
る
、
視
野
が
欠
け
る
」

な
ど
で
す
が
、
高
度
の
障
害
に
至
る

直
前
ま
で
症
状
が
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
物
を
見
る

と
き
私
た
ち
は
眼
の
中
心
で
み
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
中
心
以
外
に
異
常

が
あ
っ
て
も
症
状
が
で
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
進
行
す
る
前
で
の
発
見

に
は
眼
科
受
診
が
必
要
で
す
。
進
行

し
て
中
心
部
で
眼
底
出
血
や
網
膜
剥

離
が
起
き
る
と
突
然
眼
が
見
え
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
血
し
た

眼
底
の
写
真
を
示
し
ま
す
（
図
２
）。

②
糖
尿
病
腎
症

　
糖
尿
病
腎
症
は
年
間
１
万
人
以
上

が
、
糖
尿
病
に
よ
る
腎
症
が
原
因
で

人
工
透
析
を
始
め
て
お
り
、
人
工
透

析
が
必
要
に
な
る
主
な
原
因
の
一
つ

で
す
（
図
３
）。
症
状
は
「
だ
る
い
、

疲
れ
る
、
足
が
む
く
む
、
貧
血
に
な

る
、
吐
き
気
が
す
る
、
息
苦
し
い
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
腎
臓

の
機
能
は
か
な
り
低
下
し
て
い
ま

す
。
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臓
の
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が
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ち
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く
る
前

に
尿
に
タ
ン
パ
ク
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が
漏
れ
て
き
ま

す
。
タ
ン
パ
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が
簡
易
検
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で
出
て

く
る
前
に
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を
開
始
し
な
く
て
は
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け
ま
せ
ん
。
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
と

い
う
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を
す
る
こ
と
で
早
期
発
見

が
で
き
ま
す
。
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糖
尿
病
神
経
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害

　
糖
尿
病
神
経
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は
生
活
の
質
を

落
と
す
要
因
で
す
。
症
状
は
「
足
底

の
異
常
感
覚
、
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の
感
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鈍
麻
、

足
（
下
腿
）
の
し
び
れ
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、
蟻
走
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が
冷
た
い
、
足
の
灼
熱
感
、
こ
む

ら
が
え
り
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夜
間
増
強
す
る
こ
と

の
多
い
）
疼
痛
、
立
ち
く
ら
み
（
起

立
性
低
血
圧
）」
な
ど
が
あ
り
（
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４
）、
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

④
脳
梗
塞
や
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筋
梗
塞
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大
合
併
症
で
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く
脳
梗
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や
心

筋
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を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
も
よ

く
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ま
す
。
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然
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り
、

命
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
、
命
は
助
か
っ
て
も
、
し
ば
し

ば
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
は
、
糖
尿

病
で
な
い
人
の
２
〜
３
倍
こ
れ
ら
の

病
気
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
判
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

で
入
院
と
な
っ
た
方
の
３
分
の
２
は

糖
尿
病
か
糖
尿
病
予
備
軍
で
す
（
図

５
）。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病
で
お
こ
る

動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
。
糖
尿
病
の

動
脈
硬
化
は
血
糖
値
だ
け
で
な
く
い

ろ
い
ろ
な
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な
要
因
が

絡
ん
で
い
て
、
血
圧
、
脂
肪
、
肥
満

な
ど
の
総
合
的
な
治
療
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
糖
尿
病
そ
の
他

の
合
併
症
と
し
て
、
歯
周
病
、
癌
、

骨
粗
鬆
症
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉

が
減
り
機
能
が
落
ち
る
こ
と
で
す
）

が
つ
き
ま
す
。
し
か
し
糖
尿
病
の
診

断
が
つ
い
た
時
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

を
出
す
細
胞
の
機
能
は
す
で
に
半
分

で
、
そ
の
後
も
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
り

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
薬
の
効
き
目
も

悪
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
糖
尿
病

は
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
が
大
事
な

こ
と
が
判
り
ま
す
。

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
健
康
の
質
を
落
と
す
合

併
症
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
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特集　糖尿病とは？

　

 

合
併
症

　

　

糖
尿
病
は
合
併
症
の
病
気
で
す
。

合
併
症
と
は
、
元
の
病
気
が
前
提
と

な
っ
て
生
じ
る
病
態
ま
た
は
病
変
で

す
。
糖
尿
病
に
も
急
性
と
慢
性
の
合

併
症
が
あ
り
ま
す
。
著
し
い
高
血
糖

に
よ
る
意
識
の
障
害
や
低
血
糖
や
糖

尿
病
で
起
き
や
す
い
感
染
症
は
急
性

合
併
症
で
す
。
し
か
し
一
般
に
糖
尿

病
で
合
併
症
と
い
う
と
慢
性
合
併
症

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
眼
、
腎
臓
、

神
経
の
合
併
症
を
そ
れ
ぞ
れ
糖
尿
病

眼
症
、
糖
尿
病
腎
症
、
糖
尿
病
神
経

障
害
と
い
い
、
合
わ
せ
て
三
大
合
併

症
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病

に
特
有
で
、
細
い
血
管
が
侵
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
高
血
糖
が
主

な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
糖
尿
病
眼
症

　
糖
尿
病
眼
症
が
進
行
す
れ
ば
失
明

に
至
り
ま
す
。
成
人
後
の
失
明
の
主

要
原
因
の
一
つ
で
、
年
間
約 

３
千
人

　

  

糖
尿
病
の
治
療

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
糖
尿

病
は
決
し
て
血
糖
値
を
下
げ
れ
ば
い

い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
の

と
こ
ろ
遺
伝
的
な
点
を
治
す
の
は
難

し
い
の
で
他
の
す
べ
て
を
総
合
的
に

治
療
し
ま
す
（
図
6
）。 

　

   
最
後
に

　

私
の
考
え
る
治
療
の
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
は
出
来
る
だ
け
早
く
治
療
を
始

め
中
断
し
な
い
こ
と
、
患
者
さ
ん
も

医
療
者
も
あ
き
ら
め
な
い
で
糖
尿
病

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
く
て
も
通
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
、
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

が
糖
尿
病
に
よ
り
光
を
失
っ
て
い
ま

す
。
症
状
は
「
視
力
が
落
ち
る
、
物

が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
、
目
の
前
に
ひ

も
や
点
が
見
え
る
、
視
野
が
欠
け
る
」

な
ど
で
す
が
、
高
度
の
障
害
に
至
る

直
前
ま
で
症
状
が
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
物
を
見
る

と
き
私
た
ち
は
眼
の
中
心
で
み
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
中
心
以
外
に
異
常

が
あ
っ
て
も
症
状
が
で
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
進
行
す
る
前
で
の
発
見

に
は
眼
科
受
診
が
必
要
で
す
。
進
行

し
て
中
心
部
で
眼
底
出
血
や
網
膜
剥

離
が
起
き
る
と
突
然
眼
が
見
え
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
血
し
た

眼
底
の
写
真
を
示
し
ま
す
（
図
２
）。

②
糖
尿
病
腎
症

　
糖
尿
病
腎
症
は
年
間
１
万
人
以
上

が
、
糖
尿
病
に
よ
る
腎
症
が
原
因
で

人
工
透
析
を
始
め
て
お
り
、
人
工
透

析
が
必
要
に
な
る
主
な
原
因
の
一
つ

で
す
（
図
３
）。
症
状
は
「
だ
る
い
、

疲
れ
る
、
足
が
む
く
む
、
貧
血
に
な

　
そ
れ
が
図
の
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に
、

（1）
生
活
習
慣

の
改
善
、 
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血
糖
の
治
療
、

（3）
高
血

圧
、
脂
質
異
常
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な
ど
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
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シ
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ー
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治
療
、
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ぞ
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す
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療
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い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
血
糖
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の
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で
す

                 

が
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の
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血
糖
の
指

             

　
針
で
あ
る
、H

bA1c

で

る
、
吐
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、
息
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い
」

な
ど
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、
こ
れ

ら
の
症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
腎
臓

の
機
能
は
か
な
り
低
下
し
て
い
ま

す
。
腎
臓
の
機
能
が
落
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。
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に
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は

い
け
ま
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ん
。
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
と

い
う
検
査
を
す
る
こ
と
で
早
期
発
見

が
で
き
ま
す
。

③
糖
尿
病
神
経
障
害
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落
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熱
感
、
こ
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り
、（
夜
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強
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と

の
多
い
）
疼
痛
、
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ら
み
（
起

立
性
低
血
圧
）」
な
ど
が
あ
り
（
図

４
）、
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
が
行

わ
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ま
す
。

④
脳
梗
塞
や
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筋
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塞

　
三
大
合
併
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で
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脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
突
然
起
こ
り
、

命
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
、
命
は
助
か
っ
て
も
、
し
ば
し

ば
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
は
、
糖
尿

病
で
な
い
人
の
２
〜
３
倍
こ
れ
ら
の

病
気
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
判
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

で
入
院
と
な
っ
た
方
の
３
分
の
２
は

糖
尿
病
か
糖
尿
病
予
備
軍
で
す
（
図

５
）。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病
で
お
こ
る

動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
。
糖
尿
病
の

動
脈
硬
化
は
血
糖
値
だ
け
で
な
く
い

ろ
い
ろ
な
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な
要
因
が

絡
ん
で
い
て
、
血
圧
、
脂
肪
、
肥
満

な
ど
の
総
合
的
な
治
療
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
糖
尿
病
そ
の
他

の
合
併
症
と
し
て
、
歯
周
病
、
癌
、

骨
粗
鬆
症
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉

が
減
り
機
能
が
落
ち
る
こ
と
で
す
）

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
健
康
の
質
を
落
と
す
合

併
症
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

考
え
ま
す
。
目
標
は
年

齢
や
状
態
で
個
々
の
方

に
よ
っ
て
違
う
の
で
す

が
、
一
般
的
に
は
7
％

未
満
を
目
指
し
ま
す
（
図

7
）。

　
食
事
と
運
動
療
法
は

治
療
の
根
幹
で
す
。
高

血
糖
の
治
療
ば
か
り
で

な
く
、 

糖
尿
病
の
主
因
で

あ
る
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
で
す
。
食
事
・

運
動
療
法
の
実
践
に
よ

り
、
糖
尿
病
状
態
が
改

善
さ
れ
、
糖
尿
病
合
併

図 6.  糖尿病の治療

症
の
リ
ス
ク
が
低
下
し
ま
す
。
我
々

の
体
は
、
血
糖
値
を
上
げ
る
よ
う
な

機
能
を
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
生
き

延
び
て
き
ま
し
た
が
、
一
転
現
在
は

過
栄
養
や
運
動
不
足
に
さ
ら
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
過
栄
養
や
運

動
不
足
を
防
ぐ
た
め
に
は
意
図
的
な

対
応
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
食
事
療

法
や
運
動
療
法
が
重
要
な
の
で
す
。

　
食
事
・
運
動
療
法
で
不
十
分
な
場

合
に
薬
物
療
法
を
開
始
し
ま
す
。
薬

は
、
注
射
薬
を
含
め
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
薬
は
な
ぜ
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
薬

は
そ
れ
ぞ
れ
作
用
す
る
と
こ
ろ
が
違

い
ま
す
。
糖
尿
病
は
ひ
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
こ
の
た
め
糖
尿
病
の
い
ろ
い

ろ
な
状
態
に
対
応
す
る
た
め
、
使
い

分
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
の
た

め
、
私
た
ち
医
師
や
糖
尿
病
ス
タ
ッ

フ
が
い
る
の
で
す
。
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合
併
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糖
尿
病
は
合
併
症
の
病
気
で
す
。

合
併
症
と
は
、
元
の
病
気
が
前
提
と

な
っ
て
生
じ
る
病
態
ま
た
は
病
変
で

す
。
糖
尿
病
に
も
急
性
と
慢
性
の
合

併
症
が
あ
り
ま
す
。
著
し
い
高
血
糖

に
よ
る
意
識
の
障
害
や
低
血
糖
や
糖

尿
病
で
起
き
や
す
い
感
染
症
は
急
性

合
併
症
で
す
。
し
か
し
一
般
に
糖
尿

病
で
合
併
症
と
い
う
と
慢
性
合
併
症

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
眼
、
腎
臓
、

神
経
の
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併
症
を
そ
れ
ぞ
れ
糖
尿
病

眼
症
、
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尿
病
腎
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、
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尿
病
神
経

障
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と
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い
、
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わ
せ
て
三
大
合
併

症
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病

に
特
有
で
、
細
い
血
管
が
侵
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
高
血
糖
が
主

な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
糖
尿
病
眼
症

　
糖
尿
病
眼
症
が
進
行
す
れ
ば
失
明

に
至
り
ま
す
。
成
人
後
の
失
明
の
主

要
原
因
の
一
つ
で
、
年
間
約 

３
千
人

　
  

糖
尿
病
の
治
療

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
糖
尿

病
は
決
し
て
血
糖
値
を
下
げ
れ
ば
い

い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
の

と
こ
ろ
遺
伝
的
な
点
を
治
す
の
は
難

し
い
の
で
他
の
す
べ
て
を
総
合
的
に

治
療
し
ま
す
（
図
6
）。 

　

   

最
後
に

　

私
の
考
え
る
治
療
の
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
は
出
来
る
だ
け
早
く
治
療
を
始

め
中
断
し
な
い
こ
と
、
患
者
さ
ん
も

医
療
者
も
あ
き
ら
め
な
い
で
糖
尿
病

コ
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ト
ロ
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ル
が
悪
く
て
も
通
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て

い
た
だ
く
こ
と
、
だ
と
思
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て
い
ま

す
。

が
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尿
病
に
よ
り
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を
失
っ
て
い
ま

す
。
症
状
は
「
視
力
が
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ち
る
、
物

が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
、
目
の
前
に
ひ

も
や
点
が
見
え
る
、
視
野
が
欠
け
る
」

な
ど
で
す
が
、
高
度
の
障
害
に
至
る

直
前
ま
で
症
状
が
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
物
を
見
る

と
き
私
た
ち
は
眼
の
中
心
で
み
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
中
心
以
外
に
異
常

が
あ
っ
て
も
症
状
が
で
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
進
行
す
る
前
で
の
発
見

に
は
眼
科
受
診
が
必
要
で
す
。
進
行

し
て
中
心
部
で
眼
底
出
血
や
網
膜
剥

離
が
起
き
る
と
突
然
眼
が
見
え
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
血
し
た

眼
底
の
写
真
を
示
し
ま
す
（
図
２
）。

②
糖
尿
病
腎
症

　
糖
尿
病
腎
症
は
年
間
１
万
人
以
上

が
、
糖
尿
病
に
よ
る
腎
症
が
原
因
で

人
工
透
析
を
始
め
て
お
り
、
人
工
透

析
が
必
要
に
な
る
主
な
原
因
の
一
つ

で
す
（
図
３
）。
症
状
は
「
だ
る
い
、

疲
れ
る
、
足
が
む
く
む
、
貧
血
に
な

　
そ
れ
が
図
の
様
に
、

（1）
生
活
習
慣

の
改
善
、 

（2）
血
糖
の
治
療
、

（3）
高
血

圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
治
療
、

（4）

そ
れ
ぞ
れ
の
合
併
症
に
対
す
る
治
療

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標
で
す

                 

が
、
慢
性
の
高
血
糖
の
指

             

　
針
で
あ
る
、H

bA1c

で

る
、
吐
き
気
が
す
る
、
息
苦
し
い
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
腎
臓

の
機
能
は
か
な
り
低
下
し
て
い
ま

す
。
腎
臓
の
機
能
が
落
ち
て
く
る
前

に
尿
に
タ
ン
パ
ク
質
が
漏
れ
て
き
ま

す
。
タ
ン
パ
ク
が
簡
易
検
査
で
出
て

く
る
前
に
治
療
を
開
始
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
と

い
う
検
査
を
す
る
こ
と
で
早
期
発
見

が
で
き
ま
す
。

③
糖
尿
病
神
経
障
害

　
糖
尿
病
神
経
障
害
は
生
活
の
質
を

落
と
す
要
因
で
す
。
症
状
は
「
足
底

の
異
常
感
覚
、
足
底
の
感
覚
鈍
麻
、

足
（
下
腿
）
の
し
び
れ
感
、
蟻
走
感
、

足
が
冷
た
い
、
足
の
灼
熱
感
、
こ
む

ら
が
え
り
、（
夜
間
増
強
す
る
こ
と

の
多
い
）
疼
痛
、
立
ち
く
ら
み
（
起

立
性
低
血
圧
）」
な
ど
が
あ
り
（
図

４
）、
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

④
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

　
三
大
合
併
症
で
な
く
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
突
然
起
こ
り
、

命
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
、
命
は
助
か
っ
て
も
、
し
ば
し

ば
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
は
、
糖
尿

病
で
な
い
人
の
２
〜
３
倍
こ
れ
ら
の

病
気
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
判
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

で
入
院
と
な
っ
た
方
の
３
分
の
２
は

糖
尿
病
か
糖
尿
病
予
備
軍
で
す
（
図

５
）。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病
で
お
こ
る

動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
。
糖
尿
病
の

動
脈
硬
化
は
血
糖
値
だ
け
で
な
く
い

ろ
い
ろ
な
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な
要
因
が

絡
ん
で
い
て
、
血
圧
、
脂
肪
、
肥
満

な
ど
の
総
合
的
な
治
療
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
糖
尿
病
そ
の
他

の
合
併
症
と
し
て
、
歯
周
病
、
癌
、

骨
粗
鬆
症
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉

が
減
り
機
能
が
落
ち
る
こ
と
で
す
）

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
健
康
の
質
を
落
と
す
合

併
症
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

考
え
ま
す
。
目
標
は
年

齢
や
状
態
で
個
々
の
方

に
よ
っ
て
違
う
の
で
す

が
、
一
般
的
に
は
7
％

未
満
を
目
指
し
ま
す
（
図

7
）。

　
食
事
と
運
動
療
法
は

治
療
の
根
幹
で
す
。
高

血
糖
の
治
療
ば
か
り
で

な
く
、 

糖
尿
病
の
主
因
で

あ
る
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
で
す
。
食
事
・

運
動
療
法
の
実
践
に
よ

り
、
糖
尿
病
状
態
が
改

善
さ
れ
、
糖
尿
病
合
併

図 6.  糖尿病の治療

症
の
リ
ス
ク
が
低
下
し
ま
す
。
我
々

の
体
は
、
血
糖
値
を
上
げ
る
よ
う
な

機
能
を
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
生
き

延
び
て
き
ま
し
た
が
、
一
転
現
在
は

過
栄
養
や
運
動
不
足
に
さ
ら
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
過
栄
養
や
運

動
不
足
を
防
ぐ
た
め
に
は
意
図
的
な

対
応
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
食
事
療

法
や
運
動
療
法
が
重
要
な
の
で
す
。

　
食
事
・
運
動
療
法
で
不
十
分
な
場

合
に
薬
物
療
法
を
開
始
し
ま
す
。
薬

は
、
注
射
薬
を
含
め
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
薬
は
な
ぜ
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
薬

は
そ
れ
ぞ
れ
作
用
す
る
と
こ
ろ
が
違

い
ま
す
。
糖
尿
病
は
ひ
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
こ
の
た
め
糖
尿
病
の
い
ろ
い

ろ
な
状
態
に
対
応
す
る
た
め
、
使
い

分
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
の
た

め
、
私
た
ち
医
師
や
糖
尿
病
ス
タ
ッ

フ
が
い
る
の
で
す
。
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　脳
血
管
内
治
療
と
は
、
脳
の
病
気

に
対
し
て
皮
膚
を
切
っ
た
り
頭
蓋
骨

を
開
け
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
血
管

の
中
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
新
し
い

手
術
法
で
す
。
血
管
の
中
に
極
微
細

な
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い
管
）
を
入
れ
、

こ
れ
を
頭
蓋
内
・
頸
部
血
管
ま
で
進

め
、
脳
の
血
管
障
害
や
頚
動
脈
病
変

を
血
管
の
中
か
ら
治
療
し
ま
す
。
こ

の
技
術
に
よ
り
、
脳
神
経
外
科
領
域

に
お
い
て
頭
を
開
け
た
り
頚
を
切
っ

た
り
す
る
こ
と
な
く
治
療
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
侵
襲
（
手
術
に

よ
る
身
体
へ
の
負
担
）
の
低
い
治
療

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　脳
血
管
内
治
療
は
1
9
7
0
年
代

に
始
ま
り
、
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
様
々

な
医
療
機
器
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に

よ
り
、
1
9
9
0
年
代
に
は
欧
米
で

積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

図 1　 頚動脈狭窄症に対するステント留置術
　（脳梗塞で発症した 79 歳男性）

図 2　脳塞栓症に対する血栓回収術
（脳梗塞で発症した 79 歳男性）

脳神経外科 
統括部長

村田　貴弘ステント留置前 ステント留置後血栓回収前（右中大脳動脈閉塞） 血栓回収後（完全再開通）

し
た
。
2
0
0
0
年
代
に
入
る
と
、

臨
床
研
究
等
に
よ
っ
て
従
来
の
開
頭

手
術
と
同
等
も
し
く
は
よ
り
良
い
成

績
が
報
告
さ
れ
、
日
本
で
も
積
極
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
で
は
症
例
に
も
よ
り
ま
す
が
開

頭
手
術
や
直
達
手
術
に
か
わ
る
第
一

選
択
の
治
療
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。　血

管
の
中
か
ら
治
療
を
行
う
た

め
、
脳
や
首
の
血
管
の
異
常
、
病
気

が
主
な
対
象
に
な
り
ま
す
。
主
に
出

血
性
疾
患
（
塞
栓
術
）
と
虚
血
性
疾

患
（
血
栓
回
収
術
、
血
管
形
成
術
）

と
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
出
血
性
疾
患

は
脳
動
脈
瘤
（
破
裂
・
未
破
裂
）、

脳
動
静
脈
奇
形
、
硬
膜
動
静
脈
奇
形

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
虚

血
性
疾
患
は
脳
梗
塞
超
急
性
期
治

療
、
脳
動
脈
狭
窄
症
、
頚
動
脈
狭
窄

症
な
ど
で
す
。
こ
の
他
に
も
脳
腫
瘍

の
摘
出
術
の
前
に
行
う
、
手
術
中
の

出
血
を
減
ら
す
た
め
の
腫
瘍
栄
養
血

管
塞
栓
術
や
、
外
傷
に
伴
う
鼻
出
血

の
治
療
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
2
0
0
0
年
代
か
ら
脳
血
管
内

治
療
に
使
わ
れ
る
カ
テ
ー
テ
ル
・
コ

イ
ル
な
ど
の
医
療
器
具
は
目
覚
ま
し

い
進
歩
が
あ
り
、
対
象
疾
患
が
拡
大

し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　脳
血
管
内
治
療
の
長
所
（
利
点
）

は
、
一
般
的
な
開
頭
術
な
ど
直
達
外

科
手
術
に
比
べ
て
、
患
者
さ
ん
に
加

わ
る
侵
襲
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と

で
す
。
局
所
麻
酔
（
カ
テ
ー
テ
ル
挿

入
部
の
痛
み
止
め
）
に
よ
る
治
療
が

可
能
で
す
が
、
当
院
で
は
基
本
的
に

全
身
麻
酔
で
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
開
頭
手
術
で
治

療
が
困
難
な
部
位
で
も
到
達
が
可
能

で
あ
る
こ
と
、
頭
蓋
骨
を
開
け
な
い

の
で
頭
に
傷
が
残
ら
な
い
こ
と
、
脳

へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
、
入
院
期

間
が
短
い
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
体
に
対
す
る
侵
襲
が
少
な
い

た
め
、
高
齢
者
で
も
全
身
状
態
が
比

較
的
悪
い
方
で
も
可
能
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
脳
血
管
内

治
療
も
手
術
で
あ
り
、
合
併
症
・
危

険
性
は
開
頭
手
術
と
同
等
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
安
全
を
第
一
に
考
え
て

治
療
し
て
い
ま
す
。
同
じ
疾
患
で
も

全
て
の
患
者
さ
ん
に
脳
血
管
内
治
療

が
可
能
な
訳
で
は
な
く
、
病
変
の
形

や
性
状
に
よ
っ
て
、
向
き
不
向
き
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た

め
、
慎
重
に
適
応
を
判
断
し
て
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
当
院
で

も
脳
血
管
内
治
療
が
増
加
し
て
ゆ
く

と
思
わ
れ
ま
す
。

　最
後
に
当
院
で
平
成
28
年
10
月
以

降
に
治
療
を
行
っ
た
頚
動
脈
狭
窄
症

に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
留
置
術
（
図

1
）
と
脳
塞
栓
症
に
対
す
る
血
栓
回

収
術
（
図
2
）
の
写
真
を
紹
介
し
ま

す
。

日本人の死因の第 3位といわれる “脳卒中”。
いま、「脳血管内治療」という治療が広がっ
ています。

脳
血
管
内
治
療
と
は

脳
血
管
内
治
療
の
対
象
疾
患

脳
血
管
内
治
療
の
長
所

最
後
に

脳
血
管
内
治
療

むらた　　　たかひろ
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内
治
療
の
長
所
（
利
点
）

は
、
一
般
的
な
開
頭
術
な
ど
直
達
外

科
手
術
に
比
べ
て
、
患
者
さ
ん
に
加

わ
る
侵
襲
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と

で
す
。
局
所
麻
酔
（
カ
テ
ー
テ
ル
挿

入
部
の
痛
み
止
め
）
に
よ
る
治
療
が

可
能
で
す
が
、
当
院
で
は
基
本
的
に

全
身
麻
酔
で
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
開
頭
手
術
で
治

療
が
困
難
な
部
位
で
も
到
達
が
可
能

で
あ
る
こ
と
、
頭
蓋
骨
を
開
け
な
い

の
で
頭
に
傷
が
残
ら
な
い
こ
と
、
脳

へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
、
入
院
期

間
が
短
い
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
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体
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侵
襲
が
少
な
い

た
め
、
高
齢
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も
全
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状
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が
比

較
的
悪
い
方
で
も
可
能
な
場
合
が
あ
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す
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し
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な
が
ら
脳
血
管
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・
危
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は
開
頭
手
術
と
同
等
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
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を
第
一
に
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て

治
療
し
て
い
ま
す
。
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じ
疾
患
で
も

全
て
の
患
者
さ
ん
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脳
血
管
内
治
療

が
可
能
な
訳
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な
く
、
病
変
の
形

や
性
状
に
よ
っ
て
、
向
き
不
向
き
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た

め
、
慎
重
に
適
応
を
判
断
し
て
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
当
院
で

も
脳
血
管
内
治
療
が
増
加
し
て
ゆ
く

と
思
わ
れ
ま
す
。

　最
後
に
当
院
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平
成
28
年
10
月
以

降
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行
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た
頚
動
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症
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対
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テ
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（
図

1
）
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脳
塞
栓
症
に
対
す
る
血
栓
回

収
術
（
図
2
）
の
写
真
を
紹
介
し
ま

す
。

日本人の死因の第 3位といわれる “脳卒中”。
いま、「脳血管内治療」という治療が広がっ
ています。
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療
と
は

脳
血
管
内
治
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対
象
疾
患
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管
内
治
療
の
長
所

最
後
に

脳
血
管
内
治
療

むらた　　　たかひろ
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昨
年
の
４
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
、
研
修
医
１
年
目
の
竹
内
で
す
。
時
が

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
仕
事
を
始
め
て
９

か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
患
者
様
や

そ
の
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
近
隣

住
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
有
意
義
な
研
修
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
千
葉
県
の
海
の
近
く
、
風
が
吹
け
ば

磯
の
香
り
が
し
、
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
、
見
渡

す
限
り
は
地
平
線
、
そ
ん
な
地
域
で
育
ち
ま

し
た
。
千
葉
県
に
あ
る
山
は
一
番
高
い
山
で

３
３
０
ｍ（
鋸
山
）。
山
は
見
慣
れ
な
い
も
の

で
、
中
学
生
の
時
、
修
学
旅
行
で
長
野
県
（
諏

訪
と
木
曽
）
に
行
き
、「
山
が
い
っ
ぱ
い
だ
！
」

と
友
達
と
は
し
ゃ
い
だ
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
は
大
学
受
験
を
機
に
長
野
県

に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
も
う

７
年
目
、
今
は
も
う
山
に
囲
ま
れ
て
い
な
い

と
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
野
県
に
来

る
ま
で
数
回
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
雪

で
す
が
、
周
囲
の
人
の
力
を
借
り
、
な
ん
と

か
冬
の
過
ご
し
方
も
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
年
の
冬
も
寒
く
な
り
そ
う
で

す
が
、
楽
し
み
な
が
ら
乗
り
越
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
帰
宅
後
や
休
日
の
一
番

の
楽
し
み
が
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
日
本
茶
な

ど
を
美
味
し
い
お
菓
子
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
は
豆
か
ら
挽
い
て
、
自
分
で

ド
リ
ッ
プ
し
て
み
た
り
、
紅
茶
の
茶
葉
を
い
ろ

い
ろ
と
試
し
て
み
た
り
、
和
菓
子
に
は
日
本
茶

を
入
れ
て
み
た
り
。
腕
前
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、

丁
寧
に
入
れ
る
と
な
ん
と
な
く
美
味
し
く
な
っ

た
気
が
し
た
り
も
し
ま
す
。
寒
い
日
に
は
小
鍋

で
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
や
チ
ャ
イ
を
作
っ
た
り
も
し

ま
す
。
こ
こ
で
簡
単
に
作
り
方
を
。
小
鍋
に
水

約
１
０
０
㎖
と
茶
葉
を
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
山
盛

り
一
杯
入
れ
、
１
分
半
ほ
ど
煮
ま
す
。
そ
こ
に

牛
乳
１
０
０
㎖
と
砂
糖
小
さ
じ
１
杯
を
入
れ
て

２
分
程
煮
て
、
茶
漉
し
で
漉
し
た
ら
１
人
分
の

出
来
上
が
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
寒
い
日
に
ぜ
ひ
試
し
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　
息
抜
き
に
お
茶
を
楽
し
み
つ
つ
、
日
々
勉
強

し
成
長
で
き
る
よ
う
、
残
り
の
研
修
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

はじめまして

臨床研修医　竹内悠華
たけうち  　ゆ　か

医療人の
コラム

13

私　の　か　か　り　つ　け　の

お医者さん

ご　紹　介
その

38

　　あんずの里クリニック　二階堂医院

院長　西村 博行　先生院長　二階堂 元重　先生 

　「あんずの里」で知られる千曲市森、倉科地区の境界地に、
開業しています。内科と外科を標榜しています。消化器内
視鏡を得意とし、経鼻胃カメラを用いて３年間で二百数十
名の患者さんを診させていただきました。また手指のひょ
う疽や、異物、足趾の嵌入爪、背部の粉瘤、脂肪腫等の手
術を行っています。レントゲン撮影装置、心電図、腹部超
音波装置も備え、インフルエンザ検査では発熱後２－３時
間で判定できる最新装置を整えています。
　高血圧、高脂血症、糖尿病等の生活習慣病の継続治療が
多いですが、健康診断や健診の精密検査も行い、腰痛や肩
の痛みにはトリガーポイント麻酔治療も行います。往診も
受け付け、在宅酸素療法の患者さんも受け入れています。
　診療日は月、水、金の週３日で、職員は医師、看護師、
事務員の３名。近くに薬局がないため院内処方を行い、高
齢者の皆さんに喜ばれています。地域の高齢者の役に立つ、
なんでもするローカルな診療所を目指しています。診療所
では検査や治療に限界がありますので、病院との連携を密
にして、患者さんに最も良い診療ができるように努めてい
きたいと考えています。

　平成６年、旧戸倉町磯部の地に診療所を開設し
23 年が経ちました。2 つの病室と小手術室を構え、
勢いもあって当初は小外傷から膝関節鏡まで、短
期入院手術程度は積極的に行っていましたが、今
ではすっかり「整形内科」の日々です。リハビリ
の一環として作ったろ過循環式の大型温泉浴槽も
たび重なる源泉の枯渇が原因で、今は畳敷きの休
憩室になっています。最大 24 名を数えたスタッ
フもご覧の通り半分になってしまいましたが、外
来・リハビリ・事務各々限られた人数でそれぞれ
の役割を粛々とこなしています。診療時間は下図
の通りで、計算しますと通年で２日働き１日休む
というスタッフにとっては夢のような勤務形態に
なっていて、まさに「ホワイト企業」と自負して
いますが、現実は計８つのブースを一日中休む暇
なく飛び回っていなければならず、彼らにとって
決して楽な職場とは言えないようです。こんな雰
囲気で一同明日もまた皆様のお越しを心よりお待
ちしています。

診療科目：内科、外科
診療時間：（右表参照）
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日
                   火・木・土曜日
〒387-0005
　長野県千曲市森 2606-3
TEL：026-272-1005

診療科目：整形外科、リハビリテーション科
診療時間：（右表参照）
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日
　　　　　木曜日、土曜の午後
〒389-0806
　長野県千曲市磯部 1194-1
TEL：026-275-5582

　 にかいどう　　もとしげ にしむら　ひろゆき

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:30～12:00 ○ ○

○

○ /

午後2:30～6:00 ○ /

/

○ //

/ /

/

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:20～12:00 ○ ○ ○

○

○ ○ /

午後2:30～6:00 ○ ○ ○ /

/

/ /

* リハビリは午後 2：00 より
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〒387-0005
　長野県千曲市森 2606-3
TEL：026-272-1005

診療科目：整形外科、リハビリテーション科
診療時間：（右表参照）
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日
　　　　　木曜日、土曜の午後
〒389-0806
　長野県千曲市磯部 1194-1
TEL：026-275-5582

　 にかいどう　　もとしげ にしむら　ひろゆき

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:30～12:00 ○ ○

○

○ /

午後2:30～6:00 ○ /

/

○ //

/ /

/

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:20～12:00 ○ ○ ○

○

○ ○ /

午後2:30～6:00 ○ ○ ○ /

/

/ /

* リハビリは午後 2：00 より
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さっぱりポテトサラダ
●材料（2人分）
　じゃがいも　大 1 個 (180g)
　人参　　　　50g
　塩　　　　　小さじ 1/6
　こしょう　　少々
　きゅうり　　50g
　プレーンヨーグルト　大さじ 1 と 1/2
　酢・マヨネーズ・粉チーズ　各小さじ 1
　砂糖小さじ　1/5

●栄養価 (１人分 )：エネルギー 109kcal、たんぱく質 2.8ｇ、脂質 2.3g、塩分 0.8ｇ

マヨネーズをヨーグルトでのばすことで、消化が遅い脂肪を減らすことができ、胃腸への負担を
軽減できます。普段のポテトサラダと比べてカロリーも大幅にダウンできます！

No.110

●作り方
①じゃがいもは一口大に切って水にさらし、水
　気を切る。人参は 2ｍｍ厚さのイチョウ切り
　にする。
②鍋に①とかぶるくらいの水を入れて火にかけ、
　やわらかくなるまでゆでる。湯を捨て、再び火に
　かけて鍋を揺すり、水気を飛ばす。熱いうちに塩・
　こしょうを加えて混ぜる。
③きゅうりは小口切りにして塩をふり ( 分量外 )、しん
　なりしたら汁気を絞る。
④ボールに②③を合わせ、A と混ぜ合わせて加え、あえる。

れんこんと鶏肉のスープ煮
☆低脂質で高たんぱく質の鶏肉と、噛み応えのある根菜類を使った 1 品です。
    油を使わずスープ煮にすることで胃腸への負担を減らします。また生姜には胃液の分泌 
    を促進するショウガオールやジンゲロンが含まれ、食欲を増進する効果があります。●材料（3 人分）

　れんこん　 150g
　人参　　　 　50g
　生姜　　　 　10g
　小ネギ　　　適量
　鶏もも肉　　200g
　水　　　　　2 と 1/2 カップ
　酒　　　　　大さじ 1
　鶏ガラ　　　小さじ 1/3
　塩　　　　　小さじ 1/3
　こしょう　　少々

●作り方
①れんこんと人参は食べや
　すい大きさに乱切りする。
②鶏肉は大きめの一口大に切る。
③鍋に水と酒、鶏ガラ、鶏肉、
　れんこん、千切りにした生姜
　を入れて中火にかけ、煮立っ
　たらアクを除く。
④人参を加え、弱めの中火で 10
　～ 15 分煮る。塩・こしょうで
　味を調えて、器に盛り、小ネギ
　を散らす。

●栄養価 (１人分 )：エネルギー 261kcal、
　たんぱく質 17.8ｇ、脂質 14.1g、塩分 1.2ｇ

治療食
シリーズ

紹介レシピ
　②

紹介レシピ
　①

年 末 年 始 食 事 ポ ン トイの の
年末年始はクリスマスや忘年会、お正月や新年会など、食べたり飲んだりする機会が 増え、それにより胃腸への負担も大きくなります。また、胃腸の不調

原因となる自律神経の乱れは、食べ過ぎや飲み過ぎ、不規則な食生活によっておこる と言われています。年末年始は特に食事や生活習慣に気を配り、胃腸

を守ってあげましょう。

● 胃 腸 に 負 担 が か か ら な い よ う に す る 生 活  習 慣 
①腹八分目にする  満腹になると胃の働きが悪くなり、負担がかかります。  

②よく噛んで食べる  食材が消化しやすい状態で胃に入り、さらに胃腸の働きも活性化されて

消化能力が高まります。 

③脂質のとりすぎに注意する  脂質の多い食事は消化に時間がかかり胃腸に負担がかかります。  

④適度に運動する  血液循環を促し、胃液の分泌を活発にします。  

⑤充分に睡眠をとる  睡眠不足は胃液分泌機能を乱します。さらに睡眠中は胃粘膜を修復します。

 ⑥ストレスをためない  ストレスは自律神経の働きを乱し胃腸の働きを低下させます。  

 

 
 
● 胃 腸 を 回 復 さ せ る 食 事 
①適量のたんぱく質をしっかりとる  たんぱく質は胃腸の細胞や消化酵素を作るのに欠かせない

栄養素です。低脂質で高たんぱく質な卵や鶏のささみなどが

オススメです。
 

②塩分は控えめにする  摂りすぎは胃の粘膜への刺激が大きく負担がかかります。  

③野菜類をしっかりとる  胃腸の粘膜修復に不可欠なビタミン・ミネラルを多く含み、

胃腸の調子を整える食物繊維も多く含みます。  

④消化の良い食材や調理法をとりいれる  ごはんなどの主食は胃腸に負担が少ないのでオススメです。

また酸味や香辛料を少し使うと胃液の分泌を促し、胃もたれ

の解消に効果的です。調理法は揚げ物などの油をたくさん使

うものよりも煮たもの、茹でたものがオススメです。
 

⑤ よく噛む必要がある食材も忘れずにとる

 

やわらかいものばかり食べていると胃腸本来の力が衰えて

しまいます。きのこや根菜類なども積極的にとりましょう。  

 

A

☆

○すでに胃腸に負担がかかってしまった場合は、食事で胃腸を回復させましょう。 

担当 : 管理栄養士　鈴木 亜弥
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事
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だ
さ
い
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（図 2）当院で実施している迅速診断 （図 1）インフルエンザ A 型
　　　 陽性の判定例

●ブドウ球菌
ぶどうの房のような形態をしています。鼻咽腔粘膜・皮
膚に生息しています。また、生体外にも広く分布してい
ます。ヒトの化膿症の重要な原因菌の一つです。

●肺炎球菌
対をなして存在しているのが
特徴です。ヒトに肺炎、気管
支炎を起こしますが、健康な
方でも上気道にこの菌を少数
もっています。乳児・高齢者
にはワクチンの接種が推奨さ
れています。

●大腸菌
腸管内に常在する代表的な菌ですが、ときにいろいろな
病的障害を起こす悪いものがあり、膀胱炎の原因となっ
たり、毒素を持つものは下痢を引き起こしたりします。

●緑膿菌
自然界に広く分布し、水周りにも生息しています。培地
での発育も色素が産生され特徴があります。また感染尿
は尿が緑色になることもあります。身体の抵抗が極端に
弱まった時には致命的な感染を起こす原因にもなりま
す。

●酵母様真菌
この写真はカンジダです。カ
ビの一種で、皮膚・粘膜・内
臓のカンジダ症の原因となり
ます。健康な人の皮膚・便・
気道分泌物からも検出されま
す。

　
感
染
症
と
は
、
病
気
の
原
因
と
な
る

微
生
物
（
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、
寄
生
虫

な
ど
）
が
体
内
に
侵
入
し
そ
れ
が
繁
殖

し
て
起
こ
る
病
気
を
言
い
ま
す
。
冬
は

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
空
気
が
乾
燥
し
て
、

ウ
イ
ル
ス
が
元
気
に
な
る
季
節
で
す
。

乾
燥
は
ウ
イ
ル
ス
を
空
気
中
に
浮
遊
し

や
す
く
す
る
た
め
、
感
染
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
感
染
症
の
場
合
、
発
熱
や
腫
れ
、
痛

み
な
ど
の
自
覚
症
状
と
、
血
液
中
の
白

血
球
や
炎
症
反
応
な
ど
で
診
断
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
こ
の
原
因
菌
が
わ
か
ら

な
い
と
、
根
治
が
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
感
染
を
受
け

た
臓
器
の
分
泌
物
な
ど
か
ら
原
因
と

な
っ
て
い
る
病
原
体
を
検
出
す
る
検
査

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
感
染
症
の
検
査
は
、
ヒ
ト
に
感
染
症

を
起
こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
（
細
菌
、

カ
ビ
、
ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
）
な
ど
を

特
定
し
、
そ
の
病
原
体
を
死
滅
あ
る
い

は
数
を
減
ら
す
た
め
の
薬
で
あ
る
抗
菌

剤
（
抗
生
物
質
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
を

見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
感
染
症
の
原
因
は
、
私
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
か
ら
得
ら
れ
る
検
体
（
痰
、

尿
、
便
、
膿
、
血
液
、
体
腔
液
、
咽
頭
・

鼻
粘
膜
腔
ぬ
ぐ
い
液
）
で
調
べ
ま
す
。

　
検
査
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
の
確

認
や
細
菌
を
特
定
す
る
細
菌
検
査
、
血

液
で
病
原
体
に
対
す
る
抗
体
を
調
べ
る

検
査
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る

季
節
。
風
邪
の
症
状
が
あ
っ
て
病
院
に

行
っ
た
際
、
綿
棒
を
使
っ
た
検
査
を
受

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
綿
棒
の

よ
う
な
も
の
が
鼻
の
穴
の
奥
ま
で
突
っ

込
ま
れ
、
ぐ
り
ぐ
り
さ
れ
、
少
し
痛
み

を
伴
う
の
で
苦
手
だ
な
と
感
じ
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

専
用
キ
ッ
ト
を
用
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
の

有
無
を
短
時
間
で
判
定
す
る
検
査
を
迅

速
検
査
と
い
い
ま
す
（
図
１
）。
的
確

な
診
断
が
で
き
有
用
で
す
。
た
だ
し
、

検
査
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
体

内
で
増
え
て
か
ら
で
な
い
と
正
し
い
反

応
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
内

の
ウ
イ
ル
ス
量
で
感
染
を
判
定
す
る
た

め
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
い
潜
伏
期
間

や
感
染
初
期
に
は
判
定
が
正
し
く
出
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
初
期
症
状
に
は
、
急
な
発
熱
、
頭

痛
、
悪
寒
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
発
熱

か
ら
少
な
く
と
も
12
時
間
経
過
し
て
か

ら
で
な
い
と
検
査
を
し
て
も
「
陰
性
」

　
細
菌
検
査
は
、
迅
速
検
査
に
比
べ
作

業
が
複
雑
で
、
生
き
物
で
あ
る
細
菌
を

発
育
さ
せ
、
薬
剤
と
反
応
さ
せ
、
発
育

の
有
無
を
調
べ
る
た
め
、
結
果
が
出
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ま
で
に
数
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か
か
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ま
す
。
原
因
と
な

る
細
菌
を
確
実
に
検
出
し
、
抗
生
物
質

の
効
果
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
治
療

の
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
以
外
で
も
当
院
で
は
各
種
迅
速
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

す
る
上
で
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
細
菌
の
塗
沫
検
査
は
採
取
さ
れ
た
検

体
の
一
部
を
染
め
出
し
、
顕
微
鏡
で
観

察
し
ま
す
。
培
養
検
査
で
は
、
細
菌
が

発
育
し
や
す
い
よ
う
に
作
ら
れ
た
寒
天

（
培
地
）
で
培
養
す
る
と
、
１
〜
２
日

で
図
３
の
写
真
よ
う
に
菌
塊
（
コ
ロ

ニ
ー
）
が
で
き
ま
す
。
菌
に
よ
り
特
徴

的
な
形
態
を
示
す
も
の
、
培
地
で
も
コ

ロ
ニ
ー
の
形
態
が
特
徴
的
な
も
の
も
見

ら
れ
、
症
状
と
あ
わ
せ
て
形
態
だ
け
で

菌
名
の
推
測
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

細菌の塗抹標本と培養
図 3

名称 病名・症状

インフルエンザ　A、B インフルエンザ

RSウイルス
呼吸器感染症です。乳幼児期においては非常に重要
な疾患。下気道の炎症を中心とした重篤な症状を引
き起こします。

咽頭アデノウイルス 上気道炎、急性熱性咽頭炎

糞便中ロタウイルス ウイルス性の胃腸炎 、乳幼児嘔吐下痢症

糞便中アデノウイルス ウイルス性の胃腸炎 、乳幼児下痢症

ノロウイルス
ウィルス性の胃腸炎主な症状は、はき気、おう吐及
び下痢です。その感染力は非常に強いものです。

A群溶血連鎖球菌 溶連菌感染症  咽頭炎、扁桃炎、猩紅熱

尿中肺炎球菌莢膜抗原 肺炎球菌感染症、肺炎、髄膜炎、化膿性炎症

尿中レジオネラ抗原 レジオネラ症（肺炎など）

クロストリジウム・ディフィシル菌 下痢便中の細菌クロストリジウム菌とその毒素の検出

ウ
イ

ル
ス

細
菌
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知

豆
知
識

つ
て
お
き
た
い

5

臨
床
検
査
科
科
長

數
本

　恭
子

か
ず
も
と

　
　
　き
ょ
う
こ

知っておきたい豆知識　⑤

の
検
査
■
目
的
と
検
査
方
法

■
感
染
症
の
迅
速
検
査

■
細
菌
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■
お
わ
り
に
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は
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菌
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取
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と
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の
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と
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切
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と
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は
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め
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療
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関
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け
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く
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（図 2）当院で実施している迅速診断 （図 1）インフルエンザ A 型
　　　 陽性の判定例
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T O P I C S
病院再構築のあゆみ

②

②

③
④

①

③④

①

　
新
年
に
な
り
、
い
よ
い
よ
篠
ノ
井
総
合
病
院
新

病
院
整
備
第
Ⅰ
期
工
事
も
竣
工
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
25
年
２
月
に
着
工
し
て
か
ら
約
４
年
半

の
月
日
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。
既
に
本
館
棟
が

完
成
し
、
中
央
棟
の
改
修
も
済
み
、
残
す
所
は
玄

関
棟
と
東
渡
廊
下
、
駐
車
場
等
の
外
構
整
備
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
末
の
工
事
の
進
捗
状
況
は

全
体
で
94･

６
％
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
上
の
イ
ラ
ス
ト
は
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
完
成
予
想
図
で

す
。
現
在
①
の
玄
関
棟
と
②
の
東
渡
廊
下
の
建
築

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、③
の
西
側
市
道

の
用
水
路
の
蓋
掛
工
事
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
が

完
成
す
る
と
道
路
幅
６
m
以
上
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
④
の
玄
関
前
に
新
ロ
ー
タ
リ
ー
や
駐
車
場

の
整
備
も
順
次
行
わ
れ
ま
す
。
駐
車
場
は
、
本
館

棟
の
南
側
に
も
整
備
予
定
で
、
合
計
２
０
０
台
程

度
の
駐
車
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
駐
車

場
よ
り
長
い
距
離
を
歩
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

新
し
い
玄
関
と
相
ま
っ
て
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
今

ま
で
の
ご
不
便
が
解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
全
て
完
成
す
る
ま
で
に
は
本

年
10
月
ま
で
か
か
る
予
定
で
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
救
急
車
進
入
口
も
篠
ノ
井
中
央
公
園
側

を
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
玄
関
棟
周
辺

整
備
の
後
に
、
病
院
東
側
に
専
用
道
路
が
で
き
る

予
定
で
す
。

※①～④までは上記の文と画像に対応。

おしらせ
Information 病院再構築推進本部事務局

　
当
院
と
新
町
病
院
は
平
成
29
年
４
月
よ
り
統

合
し
、
セ
ン
タ
ー
化
い
た
し
ま
す
。
限
ら
れ
た

医
療
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
、
両
病
院
が
一

体
化
と
な
っ
た
う
え
で
機
能
分
化
を
行
い
、「
高

度
急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
」
医

療
の
一
元
化
を
は
か
り
、
公
的
医
療
機
関
と
し

て
、
長
野
市
南
西
部
と
り
わ
け
西
山
地
区
（
新

町
病
院
診
療
圏
域
）
の
医
療
体
制
を
堅
持
し
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
り
、
質
の

高
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

平
成
29
年
4
月

当
院
は
新
町
病
院
と
統
合
し
、
セ
ン
タ
ー
化
し
ま
す

新町病院

篠ノ井総合病院

平
成
29
年
4
月
1
日
　
業
務
統
合

平
成
31
年
4
月
1
日
　
経
営
統
合

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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期
工
事
も
竣
工
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
25
年
２
月
に
着
工
し
て
か
ら
約
４
年
半

の
月
日
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。
既
に
本
館
棟
が

完
成
し
、
中
央
棟
の
改
修
も
済
み
、
残
す
所
は
玄

関
棟
と
東
渡
廊
下
、
駐
車
場
等
の
外
構
整
備
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
末
の
工
事
の
進
捗
状
況
は

全
体
で
94･

６
％
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
上
の
イ
ラ
ス
ト
は
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
完
成
予
想
図
で

す
。
現
在
①
の
玄
関
棟
と
②
の
東
渡
廊
下
の
建
築

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、③
の
西
側
市
道

の
用
水
路
の
蓋
掛
工
事
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
が

完
成
す
る
と
道
路
幅
６
m
以
上
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
④
の
玄
関
前
に
新
ロ
ー
タ
リ
ー
や
駐
車
場

の
整
備
も
順
次
行
わ
れ
ま
す
。
駐
車
場
は
、
本
館

棟
の
南
側
に
も
整
備
予
定
で
、
合
計
２
０
０
台
程

度
の
駐
車
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
駐
車

場
よ
り
長
い
距
離
を
歩
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

新
し
い
玄
関
と
相
ま
っ
て
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
今

ま
で
の
ご
不
便
が
解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
全
て
完
成
す
る
ま
で
に
は
本

年
10
月
ま
で
か
か
る
予
定
で
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
救
急
車
進
入
口
も
篠
ノ
井
中
央
公
園
側

を
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
玄
関
棟
周
辺

整
備
の
後
に
、
病
院
東
側
に
専
用
道
路
が
で
き
る

予
定
で
す
。

※①～④までは上記の文と画像に対応。

おしらせ
Information 病院再構築推進本部事務局

　
当
院
と
新
町
病
院
は
平
成
29
年
４
月
よ
り
統

合
し
、
セ
ン
タ
ー
化
い
た
し
ま
す
。
限
ら
れ
た

医
療
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
、
両
病
院
が
一

体
化
と
な
っ
た
う
え
で
機
能
分
化
を
行
い
、「
高

度
急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
」
医

療
の
一
元
化
を
は
か
り
、
公
的
医
療
機
関
と
し

て
、
長
野
市
南
西
部
と
り
わ
け
西
山
地
区
（
新

町
病
院
診
療
圏
域
）
の
医
療
体
制
を
堅
持
し
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
り
、
質
の

高
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

平
成
29
年
4
月

当
院
は
新
町
病
院
と
統
合
し
、
セ
ン
タ
ー
化
し
ま
す

新町病院

篠ノ井総合病院

平
成
29
年
4
月
1
日
　
業
務
統
合

平
成
31
年
4
月
1
日
　
経
営
統
合

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



23 22

T O P I C S

院
内
文
化
祭
典
を
開
催
し
ま
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン 

ね
む
ノ
木

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

「妊娠を望む方の懇談会」
　　　　　を開催します

　
11
月
26
日（
土
）に
院
内
文
化
祭
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
院
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
文
化
活
動
の
成
果
を

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
元
の
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
病
院
設
立
当
初
よ
り
毎
年
、写
真
、折
り
紙
、

生
け
花
な
ど
の
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
当
院
医
師
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
゛
あ
い

弦
楽
四
重
奏
団
〞
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
、
こ
ろ
ぽ
っ
く
る
保
育
園

児
に
よ
る
和
太
鼓
、
通
明
小
学
校
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
、
当
院
コ
ー

ラ
ス
部
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
入
院
患
者

さ
ん
な
ど
大
勢
の
聴
衆
で
あ
ふ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
旧
東
棟
解
体
に
伴
い
昨
年
５
月

よ
り
休
業
し
て
い
ま
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
ね
む
ノ
木
が
、
11
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

場
所
は
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ

左
で
す
。

　
店
内
は
茶
色
を
基
調
と
し
、
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
で
、
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
け
ま
す
。
12
月
か
ら
は
、

店
内
で
焼
き
立
て
パ
ン
も
始
め
ま

し
た
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
院
の
際
は
ご
利
用

下
さ
い
。

T O P I C S
糖
尿
病
講
演
会
を
開
催

大
規
模
災
害
対
応
訓
練
を
実
施

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り

　り
ん
ご
を
頂
戴
し
ま
し
た

　
11
月
3
日
（
木
）
に
長
野
県
糖
尿
病
協

会
と
合
同
で
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
よ
く
わ
か
る
！
糖
尿
病
」
を

テ
ー
マ
に
当
院
管
理
栄
養
士
に
よ
る
「
食

事
療
法
を
続
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
」、

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
長
の
山
内
医
師
に
よ
る

「
糖
尿
病
？
お
こ
た
え
し
ま
す
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
は
熱
心
に
聴
講
さ
れ

て
お
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
充
実
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
5
日
（
土
）
に
、
大
地
震
の
発
生

に
よ
る
火
災
お
よ
び
負
傷
者
の
受
け
入
れ

を
想
定
し
た
大
規
模
災
害
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
地
元
自
治
会
、
看
護

専
門
学
校
生
ら
約
1
5
0
名
が
参
加
し
、

ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
毎
年
の
よ
う
に
大
地
震
な
ど

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
地
域
住
民
の
方
の

期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
今
後
も
訓
練
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
22
日
は
語
呂
あ
わ
せ
で
「
い
い
ふ

じ
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
長
野
県
り
ん

ご
の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
ち
な

み
、
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り
「
サ
ン

ふ
じ
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
の
神
農
組
合

長
様
よ
り
当
院
院
長
の
小
池
に
赤
く
鮮
や

か
に
色
づ
い
た
り
ん
ご
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
頂
戴
し
た
り
ん
ご
は
、
入
院
患
者

さ
ん
の
食
事
と
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
好
評
で
し
た
。

救
急
医
療
連
絡
協
議
会
を
開
催

　
長
野
市
消
防
局
お
よ
び
千
曲
坂
城
消
防

本
部
と
合
同
で
救
急
医
療
連
絡
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
頃
の
救
急
活

動
に
つ
い
て
、
過
去
の
事
例
を
元
に
問
題
・

課
題
点
な
ど
協
議
し
、
今
後
の
救
急
活
動

に
役
立
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。
各
消
防

局
・
当
院
よ
り
事
例
報
告
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
、
救
急
隊
と

密
な
連
携
を
と
り
、
地
域
の
救
急
医
療
体

制
の
質
の
向
上
お
よ
び
充
実
を
は
か
り
、

地
域
の
皆
様
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
編
集
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
か
ら

新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
お
陰
様
で
今
年
４
月
に
開
院
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
病
院
で
あ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、広
報
誌
「
病
院
だ
よ
り
」

を
よ
り
充
実
し
た
内
容
を
的
確
に
皆
様
に
ご

提
供
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
J
・
M
）

■日時　平成 29 年 2 月 4 日（土）　14:00~16:00
■会場　当院本館棟３階 分娩支援室
■主な内容（予定）
　・講話「妊娠の基礎知識」 
　　　　　講師　地域周産期母子医療センター 助産師
　・妊娠や不妊に関する相談コーナー　など
■お問合せ先　当院産婦人科外来
　　　　　　　電話　026-292-2261（代）

参加無料
予約は必要ありません 妊娠を望む方の懇談会
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院
内
文
化
祭
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を
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催
し
ま
し
た
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ア
ル
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プ
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内
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を
開
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し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
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が
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を
通
し
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て
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る
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化
活
動
の
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果
を
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年
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、
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テ
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で
の
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ン
サ
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な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
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今
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の
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で
は
当
院
医
師
に
よ
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結
成
さ
れ
た
゛
あ
い

弦
楽
四
重
奏
団
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に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
、
こ
ろ
ぽ
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る
保
育
園

児
に
よ
る
和
太
鼓
、
通
明
小
学
校
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
、
当
院
コ
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ラ
ス
部
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
入
院
患
者

さ
ん
な
ど
大
勢
の
聴
衆
で
あ
ふ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
旧
東
棟
解
体
に
伴
い
昨
年
５
月

よ
り
休
業
し
て
い
ま
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
ね
む
ノ
木
が
、
11
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

場
所
は
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ

左
で
す
。

　
店
内
は
茶
色
を
基
調
と
し
、
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
で
、
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
け
ま
す
。
12
月
か
ら
は
、

店
内
で
焼
き
立
て
パ
ン
も
始
め
ま

し
た
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
院
の
際
は
ご
利
用

下
さ
い
。
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糖
尿
病
講
演
会
を
開
催

大
規
模
災
害
対
応
訓
練
を
実
施

Ｊ
Ａ
グ
リ
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ン
長
野
様
よ
り
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ん
ご
を
頂
戴
し
ま
し
た

　
11
月
3
日
（
木
）
に
長
野
県
糖
尿
病
協

会
と
合
同
で
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
を

開
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し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
よ
く
わ
か
る
！
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尿
病
」
を
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当
院
管
理
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養
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に
よ
る
「
食

事
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法
を
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る
た
め
の
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病
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ー
長
の
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内
医
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に
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病
？
お
こ
た
え
し
ま
す
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と
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た
講
演
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ま
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や
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、
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が
行
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れ
る

な
ど
、
充
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し
た
講
演
会
と
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ま
し
た
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11
月
5
日
（
土
）
に
、
大
地
震
の
発
生

に
よ
る
火
災
お
よ
び
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傷
者
の
受
け
入
れ

を
想
定
し
た
大
規
模
災
害
訓
練
を
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し

ま
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や
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よ
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に
大
地
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な
ど
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す
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当
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に
、
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の
方
の

期
待
に
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る
よ
う
、
今
後
も
訓
練
を

行
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て
い
き
ま
す
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11
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22
日
は
語
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あ
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せ
で
「
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い
ふ

じ
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
長
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ん

ご
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日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
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み
、
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よ
り
「
サ
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を
寄
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て
い
た
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ま
し
た
。
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日
は
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グ
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長
の
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に
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に
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。

　
今
回
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だ
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た
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会
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曲
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部
と
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同
で
救
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会
を
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し
ま
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た
。
こ
れ
は
日
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の
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に
つ
い
て
、
過
去
の
事
例
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に
問
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・

課
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点
な
ど
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議
し
、
今
後
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救
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活
動

に
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る
た
め
の
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で
す
。
各
消
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局
・
当
院
よ
り
事
例
報
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が
行
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れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
、
救
急
隊
と

密
な
連
携
を
と
り
、
地
域
の
救
急
医
療
体

制
の
質
の
向
上
お
よ
び
充
実
を
は
か
り
、

地
域
の
皆
様
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
編
集
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
か
ら

新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
お
陰
様
で
今
年
４
月
に
開
院
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
病
院
で
あ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、広
報
誌
「
病
院
だ
よ
り
」

を
よ
り
充
実
し
た
内
容
を
的
確
に
皆
様
に
ご

提
供
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
J
・
M
）

■日時　平成 29 年 2 月 4 日（土）　14:00~16:00
■会場　当院本館棟３階 分娩支援室
■主な内容（予定）
　・講話「妊娠の基礎知識」 
　　　　　講師　地域周産期母子医療センター 助産師
　・妊娠や不妊に関する相談コーナー　など
■お問合せ先　当院産婦人科外来
　　　　　　　電話　026-292-2261（代）

参加無料
予約は必要ありません 妊娠を望む方の懇談会




